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一日民生委員体験活動

 今年こそは福津市の花火大会を撮影した傑作集を制
作しようと意気込んでいたところ、思いがけず入院生
活を余儀なくされましたが、意気込みは止まらず、病
室から何回も失敗を繰り返しながら撮影しました。
　当日は台風の谷間で、雨が降ったりやんだりして関
係者のかたも大変だったと察します。病院内では開催
するしないで患者さんたちの声が飛び交っていました
が、開催されることが分かってホッとしました。花火
が打ち上がると歓声が上がっていました。来年は晴天
でありますよう祈ります。

　7月25日、市内の小学校4 ～6年生の児童が民生委員
と一緒に一人で生活しているお年寄りの家を訪ね、「お
元気ですか？」の声掛けや楽しい会話で交流する訪問活
動が行われました。宮司地区では委嘱状を交付された
児童8人が区ごとに分かれ、訪問活動を行いました。
普段は大きな声で話すのに、いざ訪問してみると小さ
い声になってしまう子もいましたが、健康の秘訣を教
えてもらったりして楽しく会話することができたよう
です。次はもっといろいろなことを話してみたいと次
回への意気込みを話す子もいました。

福津市の花火大会

　今年で１０周年を迎えた「ミヤジックアマチュアロック
フェスティバル」が７月２０日、宮地嶽神社で開催されま
した。オープニングイベントでは「高校軽音楽部バンド
バトル」が行われ、常盤高校（北九州市）、福岡常葉高校

（筑紫野市）、筑前高校（福岡市）の３校で競われました。
 熱演の後は博多のアイドルグループ“ＨＲ”が歌とダン
スで“ＨＫＴ４８”顔負けのパフォーマンスを披露し、観客
も一緒になって強い日差しの中で汗を流しながら踊っ
ていました。

第10回ミヤジック

▲火点と呼ばれる的に向かって正確に放水するため、力を込めます▲小山市長に金賞受賞の報告に訪れた豊村雅義さん（団長兼
　指揮者・写真右）と小田実さん（相談役兼団長代行・写真左）

　７月２７日、福岡県消防学校のグラウンドで、ポンプ車操法大
会の宗像地区大会が行われました。市大会を勝ち進んだ福津
市と、代表として選ばれた宗像市の合わせて7つの消防団が出
場し、動きの正確さやスピードを競いました。市大会よりも一段
とレベルの上がった大会となり、日頃の訓練で培った技術と、息
のそろった操法を披露し、各消防団の練度の高さを見ることが
できました。
　多くの消防団が競い合った中で、福津市消防団第１０分団

（上西郷、内殿、舎利蔵地区）が優勝し、県大会への出場権を掴
みました。また、小型ポンプの部では福津市消防団第７分団（花
見１区～４区、原町１区～３区、有弥の里１区・２区）も県大会への
出場が決定しています。９月７日に県消防学校で開催される、第
２３回福岡県消防操法大会での活躍を願っています。

１６年ぶりの九州大会出場

福津市民吹奏楽団が県吹奏楽コンクールで金賞を受賞
　７月３０日、福津市民吹奏楽団が第３０回福岡県吹奏楽コン
クール（職場・一般の部）での金賞受賞を市長に報告しました。
６年ぶりとなる金賞の受賞に併せて、１６年ぶりに九州吹奏楽コ
ンクールへの出場楽団にも選出されています。
　今年、創立４０周年にも当たる福津市民吹奏楽団は、全国的
に著名な指導者である小野照三さんのもと、地道な練習を重
ねています。九州大会での入賞を目指すことに加え、１１月１６日
には「福津市市制１０周年記念事業　創立４０周年記念演奏会」
の開催も決まり、さらなる練習を重ねて本番に備えたいと語っ
ていました。

私たちの暮らしの安心・安全のために

宗像地区消防ポンプ操法大会が開催されました

【山本武利】【吉村邦夫】 【中山和恵】

市内の100歳以上の
かたがたを紹介します

（8月20日現在）

9月15日（月・祝）は敬老の日です。
年長のかたを敬い、長寿をお祝いしましょう。

※年齢の基準日は、平成２７年３月３１日です。

田中　ワカ
友野　千代
奥門　ユキ
青野　キクコ
大坪　春子
藤川　シマヱ
小西　モト
北村　初枝
河﨑　マサノ
柴田　ナミコ
川﨑　緑
櫻井　フクヱ
山内　マサノ
竹本　久子
髙橋　カツヱ
久保　令子
西田　園子
田畑　タツコ
山本　冨美枝
田代　ナミ子
中村　アサコ
花田　とし
松尾　シヅカ
中村　君子
山下　トシ子
溝口　ハツコ
花田　ヨシエ
松尾　勝美
井手　徹
古賀　波子
阿部　虎門
三ケ尻　シツ
花田　トミ子
江熊　クラ子
川田　文子
安部　津也
松尾　清數
梅田　壽子
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緑町区
若木台６区
東福間４区
東福間５区
的岡区
東福間３区
若木台６区
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　市制１０周年記念事業に応募していただいた事業所
第１号の津屋崎郵便局では、店内にのぼりを立てたり、
夏季期間中は窓口業務担当の職員６人が市制１０周年
記念デザインのポロシャツを着用したりして、市制１０周
年をＰＲしてくれています。

　市制１０周年記念事業に応募していただいた事業所
第１号の津屋崎郵便局では、店内にのぼりを立てたり、
　市制１０周年記念事業に応募していただいた事業所

津屋崎郵便局も
福津市市制１０周年をＰＲ！

〒811-3293（住所不要） ☎0940・43・8113
福津市役所広報秘書課 広報ふくつ行

子育てサロン　いっしょにあそぼうよ

　８月３日、上西郷小学校で紙トンボ作りやそうめん流し
が行われました。体育館では子どもたちが工作の簡単
な説明を聞いた後、厚紙を切って接着剤で貼り、竹串を
通して紙トンボの出来上がり。つまようじと段ボールで
こまも作りました。子どもも親も夢中になっていました。
　当日は雨天だったため、そうめん流しは玄関軒下で行
いました。子どもたちは、サクランボやミカンと共に流
れてきたそうめんを競ってすくっていました。先生や郷
づくり委員のかたがたご苦労さまでした。

　7月24日、花見公民館で子育てサロン「いっしょにあ
そぼうよ」がありました。事前の準備が大変そうで、子ど
もたちが遊ぶおもちゃを一つ一つ消毒綿で拭いて消毒
していました。
　バルーンアートで作った風船のかわいい動物やまま
ごと遊び、いろいろなおもちゃに子どもたちはみんなワ
イワイギャーギャーと楽しく過ごしていました。
　おいしいおやつもあって、お母さんたちも満足そうで
した。子育てがんばって！

そうめん流し

▲８月２日に開催された「第１３回加藤正夫杯福岡市小中学校囲碁大会」
　では小学生の部団体戦で見事優勝しました

▲全国大会１回戦で神戸市のチームと対戦する三輪真之祐さん
　（左側手前）、濱田凌さん（左側中央）、濱田航さん（左側奥）

▲災害対応用住宅地図を小山市長に手渡す株式会社ゼンリン
　九州第一エリア統括部長の三浦隆明さん

▲窓口業務担当の職員６人が真っ赤なポロシャツで
　市制１０周年を盛り上げてくれています

　第１１回文部科学大臣杯小・中学校囲碁「団体戦代表」福岡
県南地区選抜大会を勝ち抜いた津屋崎小学校の三輪真之祐
さん（６年）、濱田凌さん（５年）、濱田航さん（５年）の３人が、７月
２７日・２８日に東京で行われた全国大会に福岡県代表として出
場しました。この３人のチームは３年連続で全国大会出場を果
たしています。
　予選では、本大会で優勝をおさめた強豪チームとくしくも同
じブロックになったため、２勝１敗という好成績を残したものの、
惜しくも決勝トーナメント進出には至りませんでした。
　三輪さんは「勝負に接戦で勝つこと」に、濱田兄弟は「囲碁の
奥深さや難しさ」に囲碁の魅力を感じるといいます。さらなる上
達を目指す３人は、日々練習を積んでいます。

有事の際に役立てられます

「災害時における地図製品等の供給等に
関する協定」を締結しました

　８月４日、株式会社ゼンリンと福津市とで「災害時における地
図製品等の供給等に関する協定」を締結しました。
　災害が発生して市が災害対策本部を設置した場合にゼンリ
ンから市に対して地図などを供給してもらい、被災箇所の特定
に役立てることや、平時から情報交換を行うことで、両者が連携
して防災・減災に取り組むことを目指す内容になっています。

▲小雨のぱらつく中での作業でしたが、雲が切れ間から日が
　差すと空に大きな虹が掛かっていました

今年も多くの中学生の協力できれいな海岸に

中学生が海岸清掃に取り組みました

　毎年、福津市納涼花火大会が行われた後の会場には、花火に
夢中になり置いていったごみが散らかっています。そんな会場
をきれいにしようと８月４日、市内の３つの中学校の生徒が海岸
清掃に取り組みました。
　中学生や地域住民、学校の先生たちなど５００人を超える人
たちが福間海岸を中心に周辺の道路などに落ちているごみを
拾っていくと、１時間ほどで２０袋を超えるごみが集まり、元のき
れいな姿に戻りました。
　海岸付近にごみを置いていった人に代わって生徒たちが片
付けてくれています。ごみは各自の責任で持ち帰るようにしま
しょう。▲中には慣れた手つきで手際よく切る子もいました

ご存じですか？あちゃら漬け

花見保育所の園児が郷土料理作りに挑戦しました
　８月８日、花見保育所の年長児が郷土料理「あちゃら漬け」作
りに挑戦しました。
　先生から作り方の説明を聞いた後、子どもたちは材料のウリ
とニンジンの薄切りに挑戦。先生のサポートを受けながら、真
剣な表情でゆっくり慎重に材料を切っていました。
　先生たちが最後の仕上げをして出来上がったあちゃら漬け
は、園児たちがさっそく試食。野菜が苦手な子も「自分で作った
ものはおいしい！」と、残さず食べていました。

３年連続で全国大会へ

津屋崎小学校の児童３人が囲碁の全国大会に出場

【福﨑信一】 【徳永孝志】
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暴力団のいない社会を目指して

暴力団追放！地域決起会議が開催されました
　８月８日、市中央公民館で福岡地区の「暴力団追放！地域決起
会議」が行われました。県では暴力団排除条例を施行し、暴力団
を許さない社会づくりを推進しています。しかし、依然として暴
力団の存在は生活に大きな脅威を与えており、警察、行政、事
業者、そして住民が一体となった暴力追放・暴力団排除が必要
です。
　決起会議では、県警からの暴力団の情勢などの説明に加え、
弁護士から、市民にできる暴力団への対策法の講演がありまし
た。さらには、暴力団の追放宣言をすると共に、参加者全員での
シュプレヒコールを行い、暴力団追放の気運を盛り上げました。

　津屋崎ジュニアイーグルスが、第１７回福津市旗争奪なまず
の郷少年野球大会に優勝し、７月１８日、市長への報告に訪れま
した。３日間にわたるトーナメント戦を勝ち抜き、決勝戦は古賀
市の青柳シリウスを相手に、延長８回裏ツーアウトから３点差を
ひっくり返し、５対４の逆転サヨナラで優勝をつかみました。第１
回大会以来１６年ぶりの優勝で、市内のチームとしては１１年ぶ
りです。
　キャプテンの廣渡建さんは「みんな最後まで諦めずに戦いま
した。選手宣誓をした大会で優勝でき、とても嬉しかったです」
と思いを市長に伝えました。

▲優勝した時と同じユニホーム姿で訪れてくれました

延長８回裏ツーアウトからの逆転サヨナラ

津屋崎ジュニアイーグルスが市長へ優勝報告

　8月17日、畦町で筑前竹槍一揆ウォークin福津が開催
され、県外を含めて市内外からおよそ80人の参加があり
ました。
　筑前竹槍一揆とは、明治6年に筑前地域で起きた参加者
10万人ともいわれる大一揆です。徴兵制・太陽暦・解放令な
ど新政府の政策に対する人々の不満や不安が爆発して、県
庁や裕福な商家・旧庄屋・被差別部落などの打ちこわし、放
火へと参加者を向かわせました。一揆勢は当時の畦町村の
街道筋を通り、近隣の村々の人も一揆に参加したという記
録が残っていて、その史実を伝える講演も行われました。
　イベントの参加者たちは、一揆に関する説明を聞いた後、
畦町の街道筋・本木西法寺・八並旧庄屋宅に残る史跡を巡
り、身近な場所でかつて起こった歴史の一端に触れていま
した。

教科書が伝えない歴史の一端が畦町にあります

「筑前竹槍一揆ウォークin福津」が開催されました

▲７月２７日には福岡地方史研究会会長の石瀧豊美さんから
　筑前竹槍一揆に関する講演会が畦町公民館でありました

▲本木村の一揆の首謀者と間違われ、処刑された井上勝次の
　墓についての説明に参加者は聞き入っていました

▲会議を締めくくる、暴力団追放のシュプレヒコール

ひろわたりたける

お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８ １ １ ３２９３

福津市役所広報秘書課
広報広聴係 行

POST CARD

フリガナ

◎ 氏名

◎ 年齢

◎ ペンネームまたはイニシャル

◎ 住所

◎ 電話（　　　　　　　）　　　　　　-

〒 -

※記載がない場合は、実名での記載とさせていただきます。

◎ 性別 男　・　女歳

お便りを
送ってください

自由投稿コーナー「聞いちゃってんしゃい！ふくつ便」では、皆さんからの自由な意見・要望・談話
などを投稿・紹介しています。福津市をもっと住みよく、もっと楽しくするためには皆さんの声が
とても重要です。皆さんのさまざまな話をお聞かせください。お待ちしています。 
※誌面の都合により、掲載できないことがあります。

点線に沿って切り抜き、
必要事項を書いて、
必ず切手を貼って

投稿してください。

福津市広報秘書課
(福間庁舎 )
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す

る
お
二
人
は
、と
て
も
感
じ
が
良
く
、い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
頭
を
下
げ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ご
み
を
出
し
忘
れ
た
時
も
、足
が
悪

い
の
で
ご
み
を
引
き
ず
り
な
が
ら
出
て
行

く
と
、「
ゆ
っ
く
り
で
大
丈
夫
で
す
よ
」と

言
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　特
に
夏
は
臭
い
が
強
く
重
く
て
大
変
で

し
ょ
う
に
、雨
の
日
も
風
の
日
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
、疲
れ
で
倒
れ
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。家
で
も
生
ご
み
を
出
す

た
び
に
あ
り
が
と
う
と
い
つ
も
思
い
ま

す
。　き

っ
と
私
と

同
じ
気
持
ち
の

か
た
が
他
に
も

い
る
と
思
い
ま

す
。大
変
だ
け
ど

頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。感
動
を
あ

り
が
と
う
。

東
福
間
地
区
の
ご
み
収
集
を
担
当
す

る
お
二
人
に
感
謝  

QA

ペ
ン
ネ
ー
ム
　花
の
大
好
き
な
花
の
Ｋ
Ａ
さ
ん

藤
原
さ
ん
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